
ご使用上の注意日付帯 高低調整のしかた

ご使用に際してのお願い

日付変更のしかた

印面のメンテナンス

製品の特長

インクの補充方法

帯の構成
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プラスチック部は一部 再生材を使用しているため、

小さい点が浮き出ている場合がありますが

品質・性能上問題ありません。

印面がインクマットに接触した状態で

本体部を捻るように回転させる。 

印面、日付帯及びインクマットはスポンジ状軟質ゴム

でできています。捺印以外の異常な力を受けると破損

が生じる可能性があります。

また、以下のようなご使用はお控え下さい。

印面・日付帯が埃や紙屑などで目詰まりすると鮮明な捺

印が出来なくなりますので定期的にメンテナンスを行っ

てください。

●セロファンテープの粘着面で軽く数回押し当てて

　取り除く。

●付着がひどい場合は、綿棒などの先端が柔らかい

　もので軽く撫でるようにして取り除く。

インクマットのインクが

過度に不足した状態のまま使用する。

⇒ 印面の文字部が変形・破損する恐れがあります。 

⇒ 鮮明捺印が出来なくなるだけでなく

　 印面が圧縮変形して使用不能になる恐れがあります。 





●表面を薬品処理した紙（トレーシングペーパー、硫酸

　紙等）や目の荒い紙、にじみやすい紙類への捺印は避

　けてください。

●幼児の手の届かない場所に保管してください。

●火気の近くや高温になる場所には保管しないでくださ

　い。

●インクは衣服等に付いた落ちにくいので、十分ご注意

　ください。

●インクが手などについた場合は早めに石鹸で洗い流し

　てください。また万一目に入った場合は、すぐに

　水道水で洗い、医師の診断を受けてください。

●捺印以外の用途には使用しないでください。

●ノンカーボン紙や感熱紙に捺印されますと、発色文字

　が消えたり変色する恐れがあります。

③ 本体を横から見て

　 日付部分が印面部分と

    同程度かやや低い位置に

    調整してください。

② 本体カバーを閉めた状態で

　 印面部を見ながら日付印面
    高低調整ネジをドライバー
    又は硬貨で廻します。

① キャップを外します。

● 帯を高くするには「時計方向」へ

● 帯を低くするには「半時計方向」へ

※ 日付帯を高く調整しすぎると

　 正常な位置に並ばなくなります。

※ 必要時以外は高低調整ネジを触らないでください。

・便利な日付入りネーム印です。

・日付年号は、元号と略西暦のいずれも表記可能です。

・キャップをはずすだけでポンポンと連続捺印ができます。

・インク補充はキャップの裏側からスッと注入してすぐ捺印できる
　＜ニュードリップ方式＞を採用。

・インクの補充は月数回でＯＫです。

③ キャップ蓋を取り付けます。

ご使用前に必ず内面の

取扱説明をお読み下さい。

※ 補充後５～６時間で均等に含浸します。

② キャップのインク注入口に２～３滴

　 サンビークイック専用インクを注入します。

※ 過剰にインクを補充されますとインク漏れの
    原因になりますご注意ください。

① キャップ蓋を外します。

※ 補充インクは必ず サンビークイック専用インク をご使用ください。

　 他のインクを使用すると成分の違いにより捺印不良になることがあります。

 ※ インク漏れ防止のため、生産時インクを少なめに設定しております。
 　 必ずご購入後すぐに２～３滴 インク補充してください。
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⑦ カバー固定リングを　OPENの逆方向に回して

　 カバーを固定してください。

⑥ カバー固定リングが　OPEN方向であることを

　 確認して、本体カバーを戻してください。

⑤ 日付印面は横一列に整然と並べてください。

④ 日付変更歯車を回して日付を合わせます。

③ 本体カバーを引き出します。

① キャップを外します。

② カバー固定リングを　OPEN方向に回します。▲
▲

▲

製品運送中のインク漏れ防止対策として、生産時の

インク含浸量を若干少なめに設定しております。

ご使用前に必ずインク注入口に付属の補充インクを

３～４滴補充してください。

日付印面の「月」だけが極端に

写らない現象は、インクマット

のインク不足が原因です。イン

ク補充を行って下さい

それでも不十分の場合は、イン

クマットの中央部に直接インク

を１滴塗布してください。

キャップを傾けて取り外し

ますと、印面台が外れます

のでご注意ください。

１桁日付(１～９日)表記の

ため空欄を使用時は、帯接

合部分【∥】に合わせてく

ださい。

日付駒の間に合わせると 

文字部が印面台に当たり 

破損する恐れがあります。

プチコール 既製品 
台紙




